
行革第１２５３号　
大政第９７号　
平成２５年７月２日　
大阪府市規制改革会議　会長　様
大阪府知事　松井　一郎　
大阪市長  　橋下  　徹　
大阪府及び大阪市の成長戦略の推進及び大阪の産業の活性化等に
資するための規制緩和及び制度の改善について（諮問）
　大阪は、長期にわたる人口・企業流出、ＧＤＰにおけるシェアの低下、法人税収の落ち込み、地価下落、高い失業率など日本低迷の縮図となっています
　本格的な人口減少・少子高齢社会を迎えた今、大阪が再び力強く成長する都市となるためには、これまでの仕組みを大きく転換し、不必要な規制等があれば緩和・撤廃していくなど、民間の活動を促進する環境等を整備していく必要があります。
　このためには、府民・市民、府内・市内の事業者や団体等からの現場の声を踏まえ、大阪府・大阪市が共に、戦略的な観点から、規制や制度の改革を国等へ働きかけていくとともに、大阪府・大阪市自らが持つ規制や制度を成長の観点から見直すことが重要です。

　一方で、府民・市民の安全・安心を確保するためには、必要に応じて、現在の規制や制度の維持や規制の強化を図ることも欠くことはできません。

そこで、現在の規制や制度の点検を行い、大阪府及び大阪市の成長戦略の推進及び大阪の産業の活性化等に資するための規制緩和及び制度の改善について、貴会議の総合的な調査審議を求めます。
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